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「
あ
ー
ま
た
や
ら
れ
た
か
」
江
別
の
農
村
地

帯
。
農
業
者
が
丹
精
込
め
て
育
て
て
き
た
収
穫

間
近
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
が
食
い
荒
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
々
増
加
す
る
ア
ラ
イ
グ
マ
や
エ
ゾ

シ
カ
、
キ
ツ
ネ
に
よ
る
農
産
物
の
被
害
に
農
業

者
は
頭
を
抱
え
ま
す
。

環
境
省
な
ど
に
よ
る
と
平
成
24
年
度
に
全
国

で
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
産
物
被
害
は
230
億
円
に

上
り
ま
す
。
江
別
市
で
も
約
14
㌶
243
万
円
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
う
し
た
被
害
の
現
状
を
受
け
、
計

画
的
に
被
害
を
軽
減
し
よ
う
と
平
成
25
年
度
に

「
江
別
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
を
策
定
。
関

係
機
関
と
協
力
し
て
有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
主
力
を
担
う
の
が
北
海
道
猟

友
会
江
別
支
部
の
皆
さ
ん
。

支
部
で
は
、
計
画
に
定
め
ら
れ
た
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
や
市
か
ら
被
害
の

報
告
を
受
け
る
都
度
、
現
地
へ
赴
き
駆
除
を
行

う
ほ
か
、
2
〜
３
月
に
は
、
石
狩
川
河
川
敷
な

ど
で
週
一
回
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

会
員
が
自
主
的
に
農
村
地
域
を
見
回
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

「
農
産
物
の
被
害
も
毎
年
あ
る
け
ど
、
キ
ツ

ネ
に
よ
る
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
被
害
も
心
配

で
す
。
キ
ツ
ネ
が
住
宅
地
に
現
れ
な
い
よ
う
に

計
画
的
に
駆
除
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
」
と
支

部
長
の
德と
く
と
み冨
義よ
し
き喜
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

駆
除
作
業
を
行
う
上
で
日
頃
一
番
気
に
か
け

る
こ
と
は
、
安
全
管
理
。
会
員
は
必
ず
赤
系
統

の
帽
子
と
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、
足
場
の
悪
い
所

で
は
発
砲
し
な
い
、
周
囲
の
安
全
確
認
を
確
実

に
行
う
と
い
う
事
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

支
部
長
は
「
周
囲
の
安
全
確
認
を
怠
っ
て
事

故
を
起
こ
す
よ
り
も
、
逃
し
て
笑
わ
れ
た
方
が

良
い
」と
安
全
第
一
を
肝
に
銘
じ
ま
す
。
ま
た
、

「
河
川
敷
な
ど
で
隊
員
の
姿
を
見
か
け
た
ら
安

全
確
保
に
協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

仲
間
と
の
連
携
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
駆
除
作

業
で
す
が
、
会
員
の
数
が
年
々
減
っ
て
き
て
、

現
在
は
67
名
。「
６
年
ほ
ど
前
は
100
人
以
上
い

た
ん
だ
け
ど
ね
。
平
均
年
齢
も
62
歳
を
超
え
て

し
ま
っ
て
、
将
来
的
に
こ
の
活
動
が
継
続
で
き

る
か
少
し
心
配
だ
ね
」
と
支
部
長
。
猟
銃
の
免

許
を
取
得
し
た
酪
農
学
園
の
大
学
生
な
ど
若
い

方
が
い
る
も
の
の
、
将
来
的
に
江
別
を
離
れ
て

し
ま
う
と
の
こ
と
。

野
生
生
物
と
の
共
存
を
図
る
上
で
、
専
門
の

知
識
、
技
術
を
持
つ
猟
友
会
の
存
在
は
非
常
に

大
き
な
も
の
。
次
の
担
い
手
へ
の
経
験
の
引
き

継
ぎ
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
若

い
人
が
増
え
て
ほ
し
い
」
と
支
部
長
は
新
た
な

仲
間
と
の
出
会
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

北海道猟友会江別支部

エキノコッ
クス症や

　　　農産
物の鳥獣被

害を

　　　　　
　　　減ら

すために

オレンジ色の帽子と
　　　　ベストがトレードマーク

德
とくとみ

冨義
よしき

喜支部長。支部長
として今年で 9 年目、狩猟
歴 43 年のベテランです。北
海道猟友会の副会長も務め
ています。
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内容 /「エルザの大聖堂への行列」「ムーン・
リバー」「レット・イット・ゴー」「麦の唄」な
どを演奏。無料。日時 / 2 月7日㈯14時開演。
会場 / えぽあホール。
詳細 /ささな管楽アンサン
ブル（西田）☎ 090-8905-
2539（18時以降）。

▼

内容 / 元栗山町長  川口孝太郎さんの講演会、
楽器演奏、韓国料理紹介、子ども向け英語、
交流サロン、写真展など。無料。日時 / 2 月 8
日㈰13時～。会場 / 江別国際センター
（野幌町10-1 イオンタウン江別2階）。
主催 / 江別市国際交流推進協議会。
詳細 / 江別国際センター  ☎ 381-1111

▼

内容 / 特別支援学級に通う子どもたちが作っ
た工芸作品、木工作品、絵画などを多数展示。
会場では、えべつ幸誠会、長井学園の製品を
販売するほか、17日㈫には中学生が自分たち
の作品を販売（販売時間：13時 30 分～14時
50 分）。日時 / 2 月13日㈮～ 15日㈰ 10時～
18時。17日㈫10時～16時。※16日㈪は休館。
会場 / 野幌公民館１階ホール。
主催 / 江別市教育研究会。
江別市教育研究会障が
い児教育部会。
詳細 / ふれあい作品展
事務局（大麻中学校）
☎ 386-5341

▼

内容 / 明治初期、開拓期の江別を舞台に時代
に翻弄されながら生きる3人の男女を描く。作、
春日もとい。演出、春日功夫。主題歌、桜庭
和。昨年 4月、えぽあホールで行われた公演
が「北の元気舞台」に選ばれたことによる再
演。日時 /2 月15日㈰ 13時 30 分開場。14時
開演。会場 / かでるホール（札幌市中央区北
2西 7道民活動センタービル）。料金 / 一般前
売、2,000円。当日2,500円。学生（中学生以上）
前売1,000円、当日1,500円。詳細 /劇団「川」（村
本）☎ 090-1647-0269、E-mail=gekidankawa
＠ yahoo.co.jp

▼

内容 / 講演会「笑顔で暮らそう、元気にGO!」
と、志籐将（しどう すすむ）氏によるミニコ
ンサート。無料。託児あり。講師 / 郷外科医
院理事長兼院長　郷 仁（ごう　めぐみ）氏。
日時 / 2 月 28日㈯ 13時～ 15時 30 分。会場
/ 野幌公民館1階ホール。申込・詳細 /2 月20
日㈮までに各自治会女性部、または野幌地区
女性協 学習部 千葉まで☎・ 384-3230

日時 / 3 月 8日㈰ 11時～ 15時。会場 / 市民
会館ホワイエ小ホール。
対象 / アマチュアに限る。
申込・詳細 /日本リサイ
クルネットワークえべつ
☎・ 385-2917

▼

内容 / 大学通信教育を行う大学、大学院、短
期大学がブースを設置。各大学の教職員が直
接、講義内容、学習方法、受講手続きを説明し、
相談などを受ける。参加者には小冊子「大学
通信教育ガイド」を配布。申込不要。入退場
自由。無料。日時 / 2 月21日㈯12時～17時。
会場 / 会議・研修施設ACU【アキュ】（札幌
市中央区北 4西 5 アス
ティ45ビル16階）。
主催・詳細 / 公益財団
法人私立大学通信教育
協会 ☎ 03-3818-3870

▼

　札幌開発建設部では、河川の整備や環境
への要望を把握し、適正な維持管理に役立
てるため、河川愛護モニターを募集します。
応募資格 /20 歳以上で河川愛護に関心のあ
る方。業務内容 / 河川に関する要望や環境、
危険個所などの情報を月1回程度報告。区間
/ 江別１：石狩川（新石狩大橋～夕張川合流
点の左岸側）江別２：千歳川（石狩川合流点
～上流へ 3.2kmの左岸側）。任期 /5 月1日㈮
～10月31日㈯。募集人数 / 各区間1名。報
酬 / 月額 4,000円予定。申込・詳細 /3 月 5日
㈭までにメール、ファクス、はがきに希望す
る区間名、氏名、生年月日、年齢、職業、郵
便番号と住所、電話番号を明記のうえ申し込
み。〒060-8506 札幌市中央区北 2西19。札
幌開発建設部　公物管理企画課「河川愛護

モニター募集係」。☎611-0328、　   618-4369
E-mail=sakken-kokanki@hkd.mlit.go.jp

▼

　北海道財務局では、社会保障と税の一体改
革、財政の現状と課題、金融犯罪被害の防止、
経済情勢などをご説明するため、地域の勉強会
や職場の研修などに職員を派遣しています。講
演料、交通費不要。原則10名以上の参加でお
申込み頂きますが、ご相談に応じます。申込・
詳細 / 北海道財務局 総務部
財務広報相談室  ☎ 709-2311
（内線 4270・4247）
※開催希望日の1か月前
までに申し込みください。

▼

　独立行政法人 自動車事故対策機構（ナス
バ）は、交通事故により被害を受けた方やそ
のご家族を支援します。
●介護料支給：自動車（バイク含む）事故に
よる重度後遺障害で介護を必要とする方へ月
額 29,290円～136,880円を支給。
●交通遺児等育成資金貸付：自動車（バイク
含む）事故により死亡または重度後遺障害を
負われた方の義務教育終了前の子弟に対し、
月々一定額の育成資金を無利子で貸付け。
詳細 / 自動車事故対策機構 札幌主管支所
☎ 551-2145

15時。会場会 / 市民

会。

　不動産や会社の登記事項証明書が自
宅やオフィスからインターネットを使っ
て、直接請求できます。

札 幌 法 務 局 

詳しくは登記・供託オンライン申請システム
登記ねっと 供託ねっとのホームページをご覧ください
http://www.touki-kyoutaku-net.moj.go.jp
登記供託ねっと 検　索
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